


















































































　　平成 20 年：3,165 館→平成 23 年：3,274 館
　　（文部科学省社会教育調査）
②　児童室を有する図書館が増加した。




　　平成 19 年度：約 1億 3,420 万冊











































































































































































































































































































（Participates in small group）
・大勢の人の前で自信をもってはなせるか
 （Demonstrates confidence before a 
group）
・クラス全体の議論に参加できるか
























































































実施日時：平成 29 年 10 月 6 日　第 4講時
対 象 者： 京都光華女子大学こども教育学部こども
教育学科 1回生 88 名
授業の主な内容は、以下の通り。
1．個人で『スイミー』を読み、感想を書く。
2．レオ＝レオニの人生について調べる。
3．改めて『スイミー』を読み、感想を書く。
4．全体で意見交流を行う。
『スイミー』という作品は、1963 年に出版され、日
本では谷川俊太郎が訳した日本語版がある。光村図書
出版が発行する小学校第 2学年用国語教科書に 1977
年から掲載されている子どもたちに人気の作品であ
る。
大きなマグロに襲われ、一人ぼっちになったスイ
ミーは、さびしく孤独な思いをするものの、これまで
しらなかった素晴らしい海の世界を知り、元気を取り
戻していく。また、岩陰に隠れて暮らす弱く小さい魚
たちに呼びかけ、協力して大きな魚を追い出す姿が多
くの子ども達の感動をよぶ作品である。
レオ＝レオニの人生を概観すると、以下のようなこ
とがあげられる。
・1910 年、オランダのアムステルダムで生まれる。
・14 歳の時にイタリアへ移住。
・ 1939 年、イタリアのファシスト政権誕生と人種差
別法公布により、アメリカ合衆国へ亡命。
・ 1959 年、孫のために書いた『あおくんときいろちゃ
ん』で絵本作家としてデビュー。
・1962 年、再びイタリアに戻る。
・1999 年、イタリアのトスカーナ州で死去。
レオ＝レオニの人生について調べた後に改めて『ス
イミー』を読み返した学生は、次のような感想を述べ
ている。（特徴的なものを紹介する。）
小学生の頃、『スイミー』を読んだ時には、みん
なで力を合わせると、自分より強いものにも立ち向
かうことができるという話だと感じました。それ以
上深く考えることはなかったが、レオ＝レオニの生
8涯を調べて『スイミー』を読んでみると、まぐろは
ファシスト政権で、岩かげに隠れていた小さな魚た
ちはファシスト政権におびえる民衆のようにも感じ
られた。
まぐろを「ミサイルみたいに」と例えているが、
その表現は、ただ「速くつっこんできた」というこ
とを表現しているのではないと感じた。「ミサイル
のように」とはまぐろを小さな魚たちの命を奪う存
在としてとらえた。あえてミサイルに例えているこ
とにも意味があると感じた。
作者の生涯を調べて『スイミー』をあらためて読
んでみると、絵本の中の話だけでなく、「社会や生
き方に重ね合わせることができるなあ。」と思った。
このような視点から『スイミー』を読むことで自
分自身の視野が広がった気がした。
レオ＝レオニの人生を知らずに『スイミー』を読
むと、最初はひとりぼっちだったスイミーが、最後
はみんなの中心になって、全員を助けるヒーローみ
たいですごいと思いました。しかし、レオ＝レオニ
の人生を調べた後に、この作品を読むと、イタリア
のファシスト政権が誕生した当時のつらくて暗い背
景が重なりました。でも、勇気を持ってみんなでふ
み出せば、光はある。希望はある。というレオ＝レ
オニの前向きな気持ちが伝わってきて、より作品を
深く読むことができました。
自分になかった知識が、少し調べるだけで、こん
なにも見方や考え方が変化することに驚きました。
ものごとを様々な角度から見ることは、自分の考え
を深めたり、今まで見つけることができなかった世
界を新たに発見したりすることにつながると感じま
した。
読みには様々な姿がある。作品自体の素晴らしさを
読むということもあれば、作者がどのように生きてき
たかということや社会をとりまく状況はどうであった
かなどということを関係付け、新たな発見につながる
読みもある。本実践研究では、レオ＝レオニの生涯を
調べるという活動を設定したことが教養教育として意
味を持つ。単に知識の習得というのではなく、多角的
な視点で自分自身の生活や社会の在り方、自身の生き
方など関係付けながら創造的な思考力を働かせるとい
うものの見方・考え方を拡充することが教養を身に付
けるうえで重要であると考える。
Ⅸ．終わりに
現代社会において重視されるべき教養とはどのよう
なものか、そのための教養教育はどうあるべきかにつ
いて、国語教育の立場からものの見方・考え方に焦点
をあてて述べてきた。教養教育において重要なことは、
知識が知識として止まるのではなく、創造的な思考に
必要なものの見方・考え方を拡充していくことなので
ある。
注
１）『筆者想定法の理論と実践―読むことの学習指導の
改革―』、共文社刊
２）『説明的文章の授業研究論』、明治図書
３）『説明文教材の授業改革論』、明治図書
４）『表現教育の研究』、溪水社
５）『論理的思考を鍛える国語科授業方略』、溪水社
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